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　2025年（令和7年）4月7日に、九州沖縄農業研究

センター筑後・久留米研究拠点（久留米）にて農

業技術研修生の入所式が行われ、3名が入所しまし

た。農研機構には、園芸や茶業などの業務に就き

たい方に向けて2年間研修を行う「農業技術研修制

度」があります。筑後・久留米拠点（久留米）に

おいては、施設野菜またはイチゴのコースを学べ

ます。

　本制度について、オープンキャンパスを7月30日

に実施予定です。開催日以外でも、お気軽にご相

談ください。詳細は、ホームページからもご覧い

ただけます。

（https://www.naro.go.jp/laboratory/karc/yo-

ken/index.html）

農研機構セミナー「スマート農業エコシステムの
実現」の講演会の開催（トーマス・コフリン博士）

安全衛生管理室を担当して

令和7年度農業技術研修生が入所

　私は1985年に、当時九州農業試験場の本所のあ

った福岡県筑後市で採用になりました。独身寮に

入りましたが、多くの先輩たちに可愛がっていた

だき、とても楽しく社会人生活を始めることがで

きました。

　採用後は、熊本県の西合志町（今の合志市）、

植木町（旧蚕糸試験場）、西合志町と異動にな

り、1994年に多くの農林水産省所管の研究機関が

集まるつくば市へ異動しました。その後はずっと

つくば勤務でしたが、2023年4月に29年ぶりに九州

へ戻ってまいりました。

 私はこれまで主に調達や施設管理、資産管理など

の会計関係の業務を担当しており、安全衛生管理

や化学物質管理などの業務からは縁遠い生活を送

っておりましたが、安全衛生管理室長となり、衛

生管理者の資格を持つ先輩や勉強熱心な室員とと

もに安全衛生委員会の運営、職場巡視、化学物質

の適正な管理などに取り組んでいるところです。

　この仕事を担当して、これまで安全衛生のこと

を意識することなく仕事をしてこられたのは、

様々な業務に携わる職員の方が日頃から安全に対

する意識を高く持ち、労働災害が起こらないよう

安全を優先に仕事をしているからだということが

改めて認識できました。

九州に戻ってきました

安全衛生管理室長になって

 今後は、職場巡視などを通じて危険個所をなくし

ていくこと、他の事業場で発生した労働災害の発

生原因や具体的かつ効果的な対策を取りまとめ全

職員に注意喚起していくこと、職員の不安全行動

が原因で発生する労災がなくなるよう、朝礼や作

業開始前ミーティングにおける「声出し確認」、

「安全標語の復唱」や「声掛け運動（ご安全

に！）」等に取り組むとともに、安全作業手順書

に即した作業や安全行動により、職場全体が適度

な緊張感を維持し、事業場における労働災害ゼロ

を実現できるよう、取り組んでまいります。

　また、今年6月に労働安全衛生規則が改正され、

熱中症対策が強化されたことから、夏季における

熱中症予防にも注力していきたいと考えておりま

す。

安全衛生管理室長

小野　任博（おの　たかひろ）

▲入所式にて「宣誓」を行う新入研修生

▲講演会の様子（登壇者：トーマス・コフリン博士）

労働災害の未然防止に向けて

▲安全衛生委員会を開催している様子

　2025年（令和7年）4月22日に、九州沖縄農業研究

センター合志研究拠点にて、IEEE（Institute of 

Electrical and Electronics Engineers）前会長で

あるトーマス・コフリン博士をお迎えし、「スマート

農業エコシステムの実現」をテーマにご講演いただ

きました。熊本県を中心に50名以上の方々が参加さ

れ、農研機構の久間理事長も会場で参加しました。

　IEEEは電気・電子・情報工学分野の技術者によ

る世界最大の専門家組織であり、近年ではスマート

農業に関する議論も活発に行われています。コフリ

ン博士はデジタル・ストレージ研究の世界的権威

であり、その専門的な視点から食料安全保障や農

業分野におけるデジタル化などIEEEのスマート農

業に関する戦略についてのお話をいただきました。

 講演では、IEEEの概要やスマート農業に対する

ビジョン、食品殺菌技術、食品廃棄物削減のための

包装、食品の品質と安全性に基づいたリアルタイム

センシング、などの農業食品サプライチェーンにお

けるIoT接続についてのお話しがありました。ま

た、現在準備中のスマート農業を専門に扱うウェブ

サイトでは、大規模農家や産業界などのユーザー

が興味を持ちそうなスマート農業関連の論文やそ

の他コンテンツを掲載予定で、「IEEEはスマート農

業の議論を急速に進めており、スマート農業に関す

る活動拡大のため、農研機構などの関係者と連携

していきたい。」とのご発言がありました。合わせ

て、IEEE規格協会では、農業や食品の安全性や品

質、物流等に関する規格を標準化するための活動

を行っているとのことです。

 現在、農研機構とIEEEは、青果物の鮮度センシン

グに関する国際標準の策定などで協業しており、今

後もスマート農業を含めて、連携を深めていきます。
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